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鳥取県におけるオセルタミビル(商品名 タミフル)耐性を示す

新型インフルエンザウイルスについて

鳥取県から、タミフル耐性を示すH275Yの遺伝子変異を持つ新型インフ

ルエンザウイルスが分離され、薬剤感受性試験により薬剤耐性が確認され

たとの報告がありましたので、その概要について、別紙のとおり、情報提供し

ます。
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抗インフルエンザウイルス薬(タミフノレ)に耐性を示,漸型インフルエンザ
ウイノレスの確認について

県衛生

雛さたた新型インフル=ンザウィルスから、タ、フル(オセルタミビル)而雁を示す遺
伝子が{本日、国立感染症研究所で確認さ五まL

舜

>

たので、下記のと誕りお知らせします。

1 の経緯
(1) 2月10日・休)に、
伝子解析を実施し、
されました。

(2)_分離ウィルスを国立感染症研究駈に送イ寸し、同所峰羚いて詳細な薬剤感受性賦験を
行ったところ、本ウィルスは、タミフル(オセルタミビル)に耐性、 りレンザ(ザナ
ミビル)花感受性であること氷、 牙月23日(1k)に確認さπましだ。
‘ 呆参考 耐性‘薬卸」iこ対して抵抗力を持ぢ、薬効が効き1乞之くなること

感受性薬剤が有効に作用すること

2 患者の経過等

(2)基礎疾患 なし(1)患 者 鳥取保健所

(3)経 過
平成21年12月17日夜 37. 4度の発熱
12月18日夕

管

内在住 9歳 男性

呈是度畳の発螢;咽頭発赤、次 医機関受,
ウイルス用検体(鼻汁)を採取(投薬前)
リレンザを処方
朝は37度台、夜は38度台の発熱
解熱

12月19日
12月20日

‘ 、

状況
、 、

. ‘
)家族等の
患者のほか兄弟2名が、新型インフルエンザと診断され、 2名とも平成21年1215日よりタミフルをj賄し、解熱,

(、L畏璽牛璽穫璽器界淫発盲t早Rに子k三倉9党欝径蚕石学玉征姦冬孔発秀急;喬県

月

3 その他

、

県

22 2

取

0857－26－7153
7153

23

ンフルエン

管、j、ミラ元酬生‘ラフ元ヌ、であぢぞ返;‘ザジジ子奪他お抗フジジ元王ジ舮薬ほ列果示、
0鳥取県丙に給いて、、第7週(2月15日～21日)の定点当たり患者数は1.62と
油少してき事したが:流行は継続してぃまt。
手洗い、 うがい、吐=チケット等の感染予防策の徹底や新型インフノレエンザワク

_.乏‘zjn接種Kよ.りA.女之泌為V}三と凌汰事了す。生 、

ありまt。
、

初めてです。
(2)全国で、》ミフノレ而姓ウィルスの確認は、 2月22日・(月)までに48例の報告が
あります。
(3)厚生労徐省によると、タミフルに対する耐性を持っ遺伝子変異は、 ウイルスの病原
性には直接影響を及ぼヲ‘もみではないとされていまt。

、‘ 、

、

の 衛生深篭研突所にやい1富足讐名全門ワ玉¥安盲ア;壷議

ノ 境研究所では
、タ、雇t剛支呈イ、;スの雋現薪集隼ナるノシ全ミ事蟹者ぶら分
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